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(2) 溶媒効果の研究により， 2 EGDM モノマーに対して良溶媒がミクロスフェアの合成に必要であることを示し，







(4) 2 EGDM との共重合モノマーとエチルメタアクリレート，無水マイレン酸，スチレンを選び，それぞれ共重合ミ
クロスフェアの得られる条件を明らかにしている。単官能性のモノマーの仕込割合が増加するとミクロスフェア
が生成しなくなることから，粒子形成における架橋反応の重要性が示唆される。また共重合ミクロスフェアの機能
と大きさを比較的容易に抑制できることを見いだしている。
(5) ミクロスフェアの成長の途中で，超音波による振動を与えると，二つのミクロスフェアが結合した非球形粒子の
生成することを明らかにしている。
以上にように，本論文は放射線重合法による単分散ミクロスフェアの生成機構を明らかにし，さらに，機能性付与の
ための共重合ミクロスフェアの合成にも成功し高分子化学ならびに材料化学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-486-
